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・ 破面観察への磁束密度測定の適用により，

そのベクトルが破断終端部方向にそろう

ことから破損の基点推察に活用できるこ

とを示した．

また，フライス加工面にて測定された磁束密度と

破断面にて測定された磁束密度の大きさの違いに

ついては，今後更なる検討が必要と考える．
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